





















































































































































































































































































































･4 4 4 4 -0
(-1から9までの計算)
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(1)題 材 変化と対応 (新訂 数学 1年 啓林館)
(場 所 菅生中学校 視聴覚教室)














































学習のねらいと発間 学 習 活 動 評価 .配慮事項
[* ^]○｢人間発電機｣を ･全点で手をつないで握手で信号 ○和やかな雰囲気
しよう○[展 開]○陳頓を設定し把握 を送る.X人の時Y秒かかると 作りをする.
する時,ⅩとYの間の関係につ ○単切なゲームな
いて考える.☆人間の動いた様子は,横軸を時 のであまり時間_をかけないようにする.〔興味 .関心〕○裸題を明確にす
する○○｢歩き方｣.の実験 間 (珍)縦軸を距恥 (柘)とすると,どのようなグラフになるか考える.☆実験滋庇 使い方を理解する○ る○〔興味 .関心〕
をしよう.◎課題を解決し,罪 ･指導者が実際に歩いてみせてで







る｡☆自分たちの歩いた様子とグラフ 〔興味 .関心〕知識 理解






















この授業を評価 しよう｡( )年 ( )番 氏名 (
(4段階評価とする｡:4が一番よい｡)
項 目 自分の評価 班の評価
1.授薬内容を理解していましたか. 1.2.3-4 1.2.3.4




5.4でそれは,どんなところですか. ･わか りやすく,たくさん発表 して
(どのような意見ですか8) いたから〇･積極的に発表し,みんなの意見 をうまくまとめていた〇平らな部分の意見と考え方つながっていないときのグラフの動きとその意見
6.感想 ･実験をして数学のことをやることはいつもと違って,わかりやすく,とても楽 しかつたO 等 (省略)
(9)人間の動いた様子とグラフを関連させ考察する｡
･歩き方 (歩 く速さ)でいろいろなグラフになる｡
･離れれば,右に上がっていく｡
･止まっていると水平になる｡
･傾きの違いについての認識が明確化 (右上がり,右下がり)でき た｡
･平 らな部分の明確化ができた｡
･一人で歩いたグラフはつながっていることがわかった｡
･途中でつながっていない場合の発見ができたo
･1対 1対応の関数の考え方を引き出したいと思ったが不十分であ った
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